
エンジニアリング・デザインの品質管理に必要な能力 
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１．目的 
 エンジニアリング・デザインにもプロセスや成果に品質の善し悪しがあり，その品質を確保するためにはエ

ラー防止を目的としたものとは異なる品質管理が必要になる．常に高い品質を確保するためには組織的な取り

組みやシステムが必要であるが，本稿ではエンジニアリング・デザインを行う技術者個人に求められる品質管

理に必要な考え方や能力について模索した結果を報告する． 
 なお，「エンジニアリング・デザイン」は土木に限らない広範囲の概念であるが，ここでは筆者の関心事で

ある建設コンサルタントが国内で行う調査・設計業務を中心に論じさせていただきたい． 
 
２．エンジニアリング・デザインが必要になる業務と品質管理の現状 
 エンジニアリング・デザインとは，例えば「社会ニーズを満たす人工的事物を創造し管理するために，種々

の学問・技術を統合して，必ずしも正解のない課題に取り組み，実現可能な解を見つけ出していくこと１）」と

定義される． 
これは土木に限らず様々な技術者が業務で直面する課題への取り組みそのものであろう．したがって，マニ

ュアル通りに機械的に完了してしまうような一部の調査・設計を除く，ほとんどすべての業務がエンジニアリ

ング・デザインとなり，大なり小なり上記の定義のような取り組みが求められる． 
さて，このような業務の品質管理をどう行うべきか？ 
現在，土木の調査・設計業務における品質管理は，エラー防止を目的とした「詳細設計照査要領」や，業務

の遂行過程を含む品質向上を目的とした「業務成績評定基準」などを用いて行われることが多い．(社)建設コ

ンサルタンツ協会に所属する会社のほとんどは，ISO9001 の認証を取得し，技術者個人と会社組織による品

質管理システムを構築して運用している．これらの取り組みは，エンジニアリング・デザインの品質管理にな

っているのだろうか？ 次に，管理すべき「品質」について考えてみる． 
 
３．エンジニアリング・デザインの品質 
エンジニアリング・デザインの品質とは，「エラーがな

い」というような次元でないことは上記から明らかである． 
エンジニアリング・デザインが必要な業務では，顧客（費

用を負担する業務の依頼者）が「社会ニーズを満たす人工

的事物を創造し管理するために解決したい課題」を抱えて

おり，依頼された組織や技術者は，様々な制約条件を満た

しながらその課題を解決すべく，「種々の学問・技術を統

合して実現可能な最適解を求める」ことが行われる． 
このとき，業務の品質の良し悪しは，顧客が「課題が解

決できた」と思うか否か，「期待以上に良い解が得られた」

と思うか否かで決まる．例えば，豪雪対策の設計業務では，降雪時期までの余裕が無ければ施工スピードが優

先され，余裕があれば工事費や耐久性・景観などが優先され，最適解が異なる．「必ずしも正解のない」「必ず

しも解が１つでない」とはこの意味であろう． 
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これは「顧客満足」と同じ概念で，人間の基本的な欲求と思われる「いい物を・早く・安く・確実に」の４

要素に相当する「成果とプロセスの質・工期・工費・契約履行」に対する社会ニーズや顧客の要求を的確に把

握し，如何にしてそれに応えるかが，業務の品質を確保し高める基本となる．したがって，技術者が情熱と責

任感を持って課題に取り組み，「種々の学問・技術を統合して」，さらには情報収集や工学的判断を加えながら，

社会ニーズや顧客の要求を満足する最適解を見つけ出せれば，エンジニアリング・デザインの品質はある水準

で確保されることになる． 
基本要求事項の「確実に」は，管理システムの構築・運用や上司・上級技術者の参画など，組織的な対応が

有効である．では，担当した業務のエンジニアリング・デザインの品質を確保し向上させていくには，どのよ

うな技術や能力が必要だろうか？ 
 
４．エンジニアリング・デザインの品質に必要な技術と能力 
 品質管理の分野では，品質確保に「専門技術(固有技術)と監理技術」が不可欠で，両者が車の両輪のように

バランス良く関わることが重要と言われる．これらはスポーツの選手と監督に求められる各々の技術でもある

が，司令塔になる選手には少なからず監理技術も要求される．技術者の場合は専門技術を偏重する傾向がある

が，Technician と Engineer，Special Engineer と General(または Consulting) Engineer では，それぞれ後

者により高い監理技術と監理能力が求められる．一般には，技術水準と役割の異なる複数の技術者で構成した

チームで業務を遂行するが，技術者の成長を考えると，専門技術と監理技術の両方の修得が望まれる． 
 前述のエンジニアリング・デザインの品質を確保し高めるための社会ニーズや顧客要求事項の的確な把握か

ら，なんとか最適解を導き出す強い意志などまで、業務でエンジニアリング・デザインを行うために必要な技

術や能力を列記すると、次のようになると考えられる． 
 

1) 社会ニーズと顧客要求事項(プロジェクトの目標)を理解する能力 
2) 目標達成のための課題を発見し制約条件やリスクを把握し作戦を立案する能力 
3)「統合する種々の学問・技術」に関する知識と，知恵として活かす能力 
4) 実現可能な解を見つけ出すための情報収集や新しい概念を形成する能力 
5) 利害関係者の期待を理解し，利害関係者に成果や考えを的確に伝える能力 
6) 様々な困難に立向かう情熱と，目標を限られた時間と費用で達成する強い意志 

 
５．おわりに 
上記の能力は一朝一夕に身につくものではなく，中高生から計画的に育成していく事が望まれる．感受性の

強い時期に感動を与えて心に刻み込むとか，業務を経験してからの教育するとか，どの時期に何をどう教育・

学習するのが望ましいのか，どういうキャリア開発のステップが望ましいか等，今後も研究していきたい． 
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